
 
入 札 参 加 者 心 得   

 
入 札 （ 見 積 ） に 当 た っ て は 、 下 記 事 項 に 十 分 留 意 し て く だ さ い 。  
 

1  入 札 に 関 す る 事 項 を 十 分 理 解 し 、 す べ て を 了 知 し た 上 で 入 札 す る こ と 。  
2   上 記 の 入 札 に 関 す る 事 項 と は 、入 札 説 明 書 、仕 様 書 、契 約 書 案 及 び 見 本 並 び に 係 員 が 説 明

す る 入 札 に 関 す る 諸 事 項 を い う も の で あ る こ と 。  
3   上 記 入 札 事 項 に つ い て 、不 明 な 点 、疑 問 な 点 、そ の 他 理 解 で き な い 点 が あ っ た 場 合 は 、入

札 説 明 書 で 定 め る 期 限 ま で に 問 い 合 わ せ る こ と 。  
4  開 札 （ 入 札 ） 中 は 、 一 切 の 発 言 を 認 め な い の で 静 粛 に す る こ と 。  
5  入 札 に 参 加 す る 者 は 、 入 札 に つ い て 談 合 又 は 何 等 の 協 議 も し て は な ら な い 。  
6   当 支 部 に 提 出 し た 入 札 書 は 、書 換 え た り 、撤 回 す る こ と が で き な い の で 、誤 算 や 、違 算 又

は 、 見 込 み 違 い 等 の な い よ う に 十 分 注 意 す る こ と 。  
7   落 札 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に １ ０ ０ 分 の １ ０ に 相 当 す る 額 を 加 算

し た 金 額 を も っ て 落 札 価 格 と す る の で 、入 札 者 は 、消 費 税 に 係 る 課 税 業 者 で あ る か 免 税 業 者
で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 金 額 の １ １ ０ 分 の １ ０ ０ に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記
載 す る こ と 。  

ま た 、 金 額 は ア ラ ビ ア 数 字 で 記 入 す る こ と 。  
８  次 の 入 札 書 は 無 効 と な る も の で あ る こ と 。 な お 、 無 効 入 札 を し た 者 は 、 ２ 回 目 の 入 札 に

参 加 す る こ と は で き な い 。  
（ 1）  入 札 金 額 の 記 載 が な い も の 。 ま た は 、 入 札 金 額 を 訂 正 し た 入 札 。  
（ 2）  法 令 又 は 入 札 に 関 す る 条 件 に 違 反 し て い る 入 札 。  
（ 3）  同 一 入 札 者 が 二 以 上 の 入 札 を し た 場 合 、 当 該 入 札 者 の す べ て の 入 札 。  
（ 4）  所 定 の 場 所 及 び 日 時 に 到 着 し な い 入 札 。  
（ 5）  入 札 者 又 は そ の 代 理 人 の 記 名 押 印 が な く 、 入 札 者 が 判 明 し な い と き 。  
（ 6）  金 額 の 重 複 記 載 、 誤 字 又 は 誤 字 に よ り 、 必 要 事 項 を 確 認 で き な い 入 札 。  
（ 7）  入 札 参 加 資 格 の な い 者 、 入 札 参 加 条 件 を 満 た さ な い 者 （ 開 札 時 点 に お い て 指 名 停 止 期

間 中 で あ る 者 等 入 札 参 加 条 件 に 反 し た 者 を 含 む 。）及 び 虚 偽 の 申 請 を 行 っ た 者 が し た 入
札 。  

（ 8）  入 札 書 の 日 付 の な い も の 、 ま た は 日 付 に 記 載 誤 り が あ る 入 札 。  
９  入 札 は 、 本 人 又 は 代 理 人 に よ っ て 行 わ れ る こ と と な る が 、 代 理 人 の 場 合 は 、 委 任 状 を 入

札 前 に 提 出 し 、 そ の 確 認 を 受 け た 後 に 入 札 に 参 加 す る こ と 。  
  ま た 入 札 書 に 押 印 す る 印 鑑 は 、委 任 状 に 押 印 し た 代 理 人 の 印 鑑（ 私 印 ）を 押 印 す る こ と 。  
10 入 札 は 、 第 一 回 で 落 札 者 が 決 定 し な い 場 合 は 、 再 度 の 入 札 を 行 う こ と が あ る こ と 。 こ の

と き 第 二 回 目 の 入 札 に 参 加 す る 意 思 の な い と き は 入 札 書 に 辞 退 の 旨 を 記 入 し 係 員 に 提 出
す る こ と 。  

11 入 札 に あ た り 不 正 な 行 為 が 行 わ れ た と 認 め ら れ る に 足 る 事 実 が 判 明 し た 場 合 は 、退 場 を
命 じ る こ と 、 又 は 、 入 札 を 中 止 す る こ と も あ る こ と 。  

12 入 札 は 、当 支 部 の 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 申 し 込 み を し た 者 を 契
約 の 相 手 方 と す る が 、 当 該 契 約 の 確 定 は 、 支 部 が 提 出 し た 契 約 書 に 双 方 が と も に 押 印 し た
と き で あ る こ と 。  

13 落 札 者 は 、直 ち に 当 支 部 の 指 示 に 従 い 契 約 確 定 の た め の 事 務 手 続 き を 進 め る こ と に つ い
て 協 力 す る こ と 。  

14 落 札 者 が 契 約 を 締 結 し な い と き は 、 次 の 最 低 価 格 入 札 者 に 意 思 の 確 認 を 行 っ た う え で 、
見 積 書 を 徴 し 、 契 約 の 相 手 方 を 決 定 す る こ と が あ る 。  

15 入 札 書 は 、 当 支 部 の 定 め る 様 式 に よ る も の と し 、 あ ら か じ め 用 意 し て お く こ と 。  
 

 


